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●　ご存じですか？湖南市の発達支援システム

●　国民健康保険税の税率が変わります

●　第4回湖南市の小さな詩人たち

●　まちのわだい・きらり湖南人

今月の表紙
ひな人形が飾られた菩提寺まちづくりセンター。
華やかな春の彩りがあふれていました。
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ₒӊȾɀɍɧ
～一人ひとりに継続した支援を～

問社会福祉課発達支援室〔石部保健センター〕
　 77●7020　 77●7019
　 hattatsu@city.konan.shiga.jp

一貫した支援（左ページ図）の解説

乳幼児期
　乳幼児健診や、発達相談で発達や子育てについて
の相談を受けています。保育園・幼稚園では集団生
活における支援を工夫しています。早期発達支援の
場として、ぞうさん教室・ことばの教室があります。

小・中学校
　学校での授業・集団生活における支援を専門機関
と連携しながら工夫しています。個別に支援できる
場としてことばの教室やふれあい教育相談室があり
ます。家庭児童相談室では18歳までの人に対応でき
ます。学童保育所での支援も指導員が工夫しています。

中学校卒業後
　中学校卒業時点で次の進路先に引き継ぎをしてい
くことができます。個別に支援できる場として発達
支援室があります。また発達支援室では、支援を必
要としている人を支援機関・支援事業・関係機関の
どこへつないでいくことができるのか、一緒に考え
ることができます。

わたしたちに
ご相談ください早期からの対応が大切です

　「人との関わりが苦手」「言葉の意味の理解
が苦手」「ずっと落ち着きなく動いている」
などのサインに早くから周囲の大人が気づい
て適切に対応していくと、「自分って、生き
ていてよかったな」という自尊感情が子ども
に育まれます。
　子どもの発達について気がかりなことがあ
れば、発達支援室や保育園・幼稚園・小学
校・中学校などへご相談ください。

【発達支援システムを支えるツール】
①個別の指導計画
　保育園・幼稚園・小学校・中学校・ぞうさ
ん教室・ことばの教室では、保護者の了解を
得て、保育・療育・指導の方向性を計画とし
て作成しています。また、実行した振り返り
も記入しています。園内・校内・校園間での
引き継ぎや、関係機関との情報交換にも役立
ちます。
②個別支援移行計画
　中学校卒業時点で、本人も参加し次の進路
先への引き継ぎ資料とします。作成すること
は「自分についての理解を深める」ためのよ
い機会となっています。
③発達支援 ITネットワーク（KIDS）
　保護者の了解を得て、ぞうさん教室での療
育やことばの教室での指導の記録を学校や園
と情報交換するなど発達支援に関する関係者
の情報交換に活用しています。
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発達支援センター

乳幼児
健　診

発
達
相
談

療育（個別・集団）
ことばの教室
（幼児部）

ことばの教室 （学齢部）

適応指導教室（不登校児支援）

保育園・幼稚園 高校

早期
発見

早期発達支援
特別支援教育

就労支援

健康政策課 子育て支援課・社会福祉課 教育委員会・学校教育課 社会福祉課・商工労政課

発達支援室（保健・福祉・教育・就労・医療）

支
援
事
業

支
援
機
関

関
係
機
関

盲・聾・養護学校

小学校・中学校

雇用・生活支援センター
知的・身体・精神障がい
生活支援センター

大学

０～６歳 ７～１５歳 １６歳～ １８歳以上

個別指導計画

個別指導計画

個別支援移行計画

乳幼児期から就労まで一貫した支援

ご存じですか？

ἒ ₇Ȃ

発達支援室長
松浦加代子

　市では支援の必要な人に対し乳幼児期から学齢期、就労期まで、保健・福
祉・医療・教育および就労の関係機関の横の連携による支援と、個別の指導
計画による縦の連携による支援を提供するシステムを作っています。全国各
地の自治体が視察に訪れる湖南市の発達支援システムについて紹介します。

　市長部局の商工労政課・健康政
策課・子育て支援課・社会福祉課
と、教育部局の学校教育課・人権
教育課が連携して、支援が必要な
人を応援しています。視察に来ら
れると「部局横断」っていうとこ
ろに驚かれます。発達支援室では、
相談に来られる人のお話を傾聴す
ることに心がけています。

継続支援のための「ここあいパスポート」
　発達支援ファイル「ここあいパスポート」
は支援を必要とする人が、一人ひとりに応じ
た「継続した支援」を受けるための「情報連
携」のノートです。成長過程を記録するほか、
個別の指導計画や個別支援
移行計画を残していくこと
ができます。「ここあいパ
スポート」は、社会福祉課
〔東庁舎〕および発達支援
室〔石部保健センター〕で
お渡ししているほか、市
ホームページからもダウン
ロードできます。
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す
で
に
報
道
で
ご
承
知
い
た
だ

い
て
い
る
皆
さ
ん
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
先
月
16
日
に
第
12
代
滋

賀
県
市
長
会
長
の
重
責
を
担
う
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

滋
賀
県
市
長
会
は
、
県
内
13
市

の
間
の
連
絡
協
調
を
図
り
、
各
市

政
の
円
滑
な
運
営
と
進
展
に
貢
献

し
、
そ
の
結
果
と
し
て
地
方
自
治

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

過
去
の
会
長
は
、
上
原
茂
次
、

西
田
善
一
、
山
田
豊
三
郎
、
目
片

信
（
以
上
大
津
市
長
）、
井
伊
直

愛
（
彦
根
市
長
）、高
田
信
昭
（
守

山
市
長
）、
高
田
三
郎
（
草
津
市

長
）、望
田
宇
三
郎
、中
村
功
一（
以

上
八
日
市
市
長
）
と
い
う
そ
う
そ

う
た
る
か
た
た
ち
で
す
。

　

平
成
の
大
合
併
で
誕
生
し
た
新

し
い
市
の
市
長
が
就
任
す
る
の
は

初
め
て
で
す
し
、
40
歳
代
と
い
う

の
も
初
め
て
で
す
。
滋
賀
県
市
長

会
長
は
近
畿
市
長
会
の
相
談
役
や

全
国
市
長
会
の
顧
問
で
も
あ
り
、

国
や
県
に
言
う
べ
き
こ
と
は
い

い
、
協
力
す
べ
き
こ
と
は
協
力
す

る
立
場
に
あ
り
ま
す
。

　

昔
か
ら
「
貧
す
れ
ば
鈍
す
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ

数
年
の
国
や
県
は
、
調
整
が
不
十

分
な
ま
ま
各
市
に
財
政
負
担
を
求

め
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
た
び
に

紛
糾
し
、
結
果
と
し
て
住
民
サ
ー

ビ
ス
に
つ
な
が
ら
な
い
事
態
が
重

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
国
や
県
が
考
え
る

サ
ー
ビ
ス
と
、
市
が
現
場
で
市
民

か
ら
要
望
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
と
に

違
い
が
あ
る
た
め
で
、
市
長
会
と

し
て
は
、
国
政
や
県
政
を
に
ら
み

な
が
ら
も
、
県
内
の
市
民
福
祉
の

向
上
を
実
現
す
る
た
め
に
合
意
を

築
き
上
げ
て
力
を
合
わ
せ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

自
治
体
に
は
、
ま
ち
の
形
態
や

歴
史
・
伝
統
、
人
口
規
模
、
産
業

構
造
、
気
候
風
土
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
情
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を

前
提
に
、
自
分
の
ま
ち
だ
け
で
な

く
、
他
の
ま
ち
の
自
治
も
尊
重
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

少
し
忙
し
く
な
り
ま
す
が
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

No.64

　国保会計の健全運営のため４月から保
険税を改定します。ご理解いただきます
ようお願いします。
問税務課〔東庁舎〕　 71●2319　 72●2460

所得割… 加入者の前年の所得金額に応じた負担
資産割… 加入者のその年の固定資産税額に応じ

た負担（平成24年度からなくなります）
均等割… 世帯内の加入者数に応じた負担（1人

あたりの金額）
平等割… 世帯内ごとに一律の負担（世帯あたり

の金額）
後期支援 金分…後期高齢者医療制度を支援する

ため、すべての加入者が負担
介護分…40～64歳の加入者が負担

４人世帯

国民健康保険税の税率が変わります
改定前
平成23年度の税率

改定後
平成24年度の税率

医療分

所得割 6.7% 6.9%
資産割 5% －
均等割額 26,000円 26,400円
平等割額 22,000円 21,900円

後期支
援金分

所得割 1.9% 2.1%
資産割 0% －
均等割額 7,200円 7,500円
平等割額 6,000円 6,300円

介護分

所得割 1.7% 1.8%
資産割 0% －
均等割額 8,400円 8,700円
平等割額 5,100円 4,800円

モデル
ケース

ケース

B● 世帯主（70歳）
　所得　130万円（公的年金収入　250万円）
● 妻（70歳）
　所得　　　0円（公的年金収入　 80万円）
　固定資産税額　5万円
※ 所得割算定額　年金所得130万円－33万円＝97万円

● 世帯主（45歳）　● 妻（45歳）　
　営業所得（世帯主と妻の合計）200万円
　固定資産税額　7万円
● 子（17歳）　所得なし　● 子（15歳）　所得なし
※所得割算定額　営業所得200万円－33万円＝167万円

改定前

➡
改定後（増額）

医療分 141,400円 141,600円　（200円）
後期支援金分 38,800円 41,600円（2,800円）
合計（年税額） 180,200円 183,200円（3,000円）

改定前

➡

改定後（増額）
医療分 241,300円 242,700円（1,400円）
後期支援金分 66,500円 71,300円（4,800円）
介護分 50,200円 52,200円（2,000円）
合計（年税額） 358,000円 366,200円（8,200円）

２人世帯ケース

Ａ

➡
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３
月
・
４
月
は
、
就
職
や
退
職

な
ど
が
多
い
時
期
で
す
。
国
民
健

康
保
険
の
加
入
や
脱
退
な
ど
の
手

続
き
が
必
要
な
人
は
、
届
け
出
に

必
要
な
も
の
を
用
意
し
、
早
め
に

保
険
年
金
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

★ 

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
国

民
健
康
保
険
税
を
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
届
け
出
の
日
ま
で
に
支

払
っ
た
医
療
費
は
、
い
っ
た
ん

全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

★ 

脱
退
の
届
け
出
が
遅
れ
て
、
す

で
に
国
民
健
康
保
険
の
資
格
が

な
く
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
を

使
っ
て
医
療
機
関
に
か
か
る
と
、

国
民
健
康
保
険
で
負
担
し
た
分

の
医
療
費
を
返
還
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
！

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

4
月
1
日
か
ら
は

新
し
い
保
険
証
で
受
診
を
！

　

現
在
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
は
、
3
月
31
日
で
有
効
期
限

が
切
れ
て
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
受
給
者
証
（
70
歳
以
上
75
歳

未
満
対
象
）『
２
割
（
た
だ
し
平
成
24
年
3
月
31
日
ま
で
は
１
割
）
』
と
記
載
さ
れ

て
い
る
場
合
も
、
１
割
負
担
の
期
間
延
長
の
た
め
、
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
送

付
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
は
必
ず
新
し
い
保
険
証
・
高
齢
受
給
者
証
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課
〔
東
庁
舎
〕

　

71
●
2
3
2
4

　

72
●
2
4
6
0

簡
易
書
留
郵
便
で
お
届
け

し
ま
す

　

新
し
い
保
険
証
お
よ
び
高
齢
受

給
者
証
は
簡
易
書
留
郵
便
で
、
３
月

末
ま
で
に
世
帯
加
入
者
分
を
ま
と

め
て
世
帯
主
あ
て
に
郵
送
し
ま
す
。

　

簡
易
書
留
は
受
け
取
り
の
際
、

受
領
印
が
必
要
で
す
。
留
守
な
ど

で
郵
便
局
か
ら
不
在
通
知
を
受
け

取
っ
た
と
き
は
、
記
載
内
容
の
指

示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

届
い
た
ら
内
容
の
確
認
を

　

保
険
証
な
ど
が
届
い
た
ら
記
載

内
容
（
名
前
、
性
別
、
生
年
月
日

な
ど
）
に
誤
り
が
な
い
か
必
ず
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
度
途
中
で
75
歳
に
な
る
場
合

や
、
退
職
医
療
被
保
険
者
の
人

で
年
度
途
中
で
65
歳
に
な
る
場
合

な
ど
は
有
効
期
限
が
平
成
25
年
３

月
31
日
で
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
有
効
期
限
満
了
ま
で

に
新
た
な
保
険
証
を
送
付
し
ま
す
。

　

保
険
証
カ
ー
ド
の
裏
面
は
、「
臓

器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
」
に

な
っ
て
い
ま
す
。
記
入
は
任
意
で

す
が
、
記
入
し
た
場
合
は
同
封
の

目
隠
し
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

古
い
保
険
証
は
ど
う
す
る
の
？

　

有
効
期
限
切
れ
と
な
っ
た
古
い

保
険
証
は
、
保
険
年
金
課
ま
た
は

市
民
生
活
課
〔
西
庁
舎
〕
へ
返
却

す
る
か
、
個
人
情
報
が
読
み
と
ら

れ
な
い
よ
う
に
細
か
く
裁
断
す
る

な
ど
し
て
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

滞
納
が
あ
る
人
へ
は
別
途

通
知
し
ま
す

　

特
別
な
理
由
も
な
く
、
国
民
健

康
保
険
税
を
長
期
に
わ
た
っ
て
滞

納
し
て
い
る
人
は
、
納
付
相
談
と

短
期
被
保
険
者
証
（
滞
納
し
て
い

る
人
に
交
付
さ
れ
る
有
効
期
間
の

短
い
保
険
証
）
の
更
新
に
お
越
し

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

別
途
更
新
手
続
き
の
案
内
を
送
付

し
ま
す
。

こんなとき 届け出に必要なもの

国
保
に
加
入
す
る
と
き

ほかの市区町村から転入したとき ➡ 転出証明書・印鑑

ほかの健康保険などを脱退したとき ➡ 健康保険の離脱証明書・印鑑

生活保護を受けなくなったとき ➡ 保護廃止決定通知書・印鑑

子どもが生まれたとき ➡ 母子健康手帳・保険証・印鑑

外国籍の人が加入するとき ➡ 外国人登録証明書

国
保
を
脱
退
す
る
と
き

ほかの市区町村へ転出したとき ➡ 保険証・印鑑

ほかの健康保険などに加入したとき ➡ 国保の保険証と加入した健康保険などの保険証・印鑑

生活保護を受け始めたとき ➡ 保護開始決定通知書・保険証・印鑑

死亡したとき ➡ 死亡を証明するもの・保険証・印鑑

そ
の
他

退職者医療制度に該当したとき ➡ 年金証書・保険証・印鑑

退職者医療制度に該当しなくなっ
たとき ➡ 保険証・印鑑

住所・世帯主・氏名などが変わったとき ➡ 保険証・印鑑

保険証をなくしたり、汚して使え
なくなったりしたとき ➡ 身分を証明するもの・保険証・印鑑
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国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

草
津
年
金
事
務
所

こ
ん
な
と
き
に
は
手
続
き
を
！

　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住

む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
す
べ

て
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と

き
は
、
年
金
事
務
所
ま
た
は
市
役

所
で
手
続
き
が
必
要
で
す
。
届
出

を
忘
れ
て
、
保
険
料
を
納
め
て
い

な
い
と
将
来
に
受
給
す
る
年
金
額

が
少
な
く
な
っ
た
り
、
年
金
そ
の

も
の
が
受
給
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○ 

20
歳
に
な
っ
た
と
き
（
誕
生
日

の
前
日
）

… 

す
で
に
就
職
し
て
厚
生
年
金
・
共

済
年
金
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
人

を
除
き
ま
す
。

○
会
社
な
ど
を
退
職
し
た
と
き

… 

扶
養
す
る
配
偶
者
（
第
３
号
被
保

険
者
）が
い
る
場
合
は
、
配
偶
者

も
第
１
号
被
保
険
者
へ
の
種
別
変

更
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

○ 

第
２
号
被
保
険
者
の
被
扶
養
配

偶
者
で
な
く
な
っ
た
と
き

… 

収
入
が
増
え
た
と
き
、
離
婚
し
た

と
き
な
ど
は
、
第
３
号
被
保
険
者

短
期
在
留
外
国
人
の

脱
退
一
時
金
制
度
を

ご
存
知
で
す
か
？

　

日
本
国
籍
を
有
し
な
い

人
が
、
国
民
年
金
ま
た
は

厚
生
年
金
に
加
入
し
、
年

金
の
受
給
権
を
得
な
い
ま

ま
帰
国
し
た
場
合
、
帰
国

後
２
年
以
内
に
『
脱
退
一

時
金
』
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
脱
退
一
時

金
を
受
け
取
る
た
め
に

は
、
第
１
号
被
保
険
者
と

し
て
保
険
料
を
納
め
た
月

数
が
６
か
月
以
上
必
要
で

す
。
ま
た
、
厚
生
年
金
の

場
合
も
厚
生
年
金
の
保
険

料
を
納
め
た
月
数
が
６
か

月
以
上
必
要
で
す
。

問
草
津
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

　

0
7
7
●
5
6
7
●
2
2
2
0

【第１号被保険者】
　自営業者・学生など日本国内に住む20歳以上60歳未満の人
【第２号被保険者】
　厚生年金保険・共済年金に加入している人で原則65歳未満の人
【第３号被保険者】
　第２号被保険者に扶養されている配偶者で20歳以上60歳未満の人

　

行
政
改
革
大
綱
の
４
本
柱
の
一

つ
「
人
的
戦
略
経
営
」
の
内
容
を

み
て
い
き
ま
す
。

　

人
的
戦
略
経
営
で
は
機
動
的
な

行
政
組
織
と
市
民
に
信
頼
さ
れ
る

職
員
の
育
成
を
大
き
な
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

１
．
人
員
の
適
正
配
置
と
組
織
・

機
構
改
革

・
組
織
・
機
構
と
連
動
し
た
人
員

配
置
の
構
築

・
人
員
配
置
適
正
化
計
画
の
策
定

・
部
局
人
事
の
推
進

２
．
定
員
管
理
と
計
画
的
な
削
減

・
職
員
の
計
画
的
な
削
減

・
給
与
制
度
の
適
正
化

３
．
職
員
の
意
識
改
革
と
人
材
育
成

・
人
材
育
成
の
積
極
的
な
推
進

・
政
策
形
成
能
力
の
向
上

・
積
極
的
な
人
事
交
流
の
実
施

・
職
員
の
意
欲
や
能
力
に
基
づ
い

た
キ
ャ
リ
ア
形
成

・
人
事
考
課
制
度
の
推
進

４
．
職
員
管
理
の
向
上

・
モ
ラ
ル
の
向
上
と
倫
理
意
識
の

徹
底

・
職
員
の
健
康
管
理
の
充
実

　

こ
れ
ま
で
戦
略
経
営
の
４
本
柱

を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ

ぞ
れ
単
体
と
し
て
で
は
な
く
、
連

携
し
て
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
で
す
。
従
来
の
行
政
主
体
の

改
革
と
新
た
な
市
民
主
体
の
改
革

を
融
合
す
る
こ
と
で
向
上
す
る
公

共
サ
ー
ビ
ス
を
、
湖
南
市
で
暮
ら

す
こ
れ
か
ら
の
世
代
の
た
め
に
、

今
の
私
た
ち
の
手
で
「
新
し
い
公

共
」
と
し
て
確
立
を
し
て
い
き
ま

す
。

問
財
政
課
〔
東
庁
舎
〕

　

71
●
2
3
4
0

　

72
●
3
3
9
0

公
共
施
設
使
用
料
を
改
定
し
ま
す

行
政
改
革
レ
ポ
ー
ト

　

き
ら
め
き
湖
南
を
め
ざ
し
て
!

〜
人
的
戦
略
経
営
の
取
り
組
み
〜

人的戦略
経営

物的戦略
経営

新しい
公共

財的戦略
経営

協働的戦略
経営

国民年金被保険者の種別 か
ら
第
１
号
被
保
険
者
へ
の
種
別

変
更
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

○ 
第
１
号
被
保
険
者
の
住
所
、
氏

名
が
変
更
に
な
っ
た
と
き

（４つの柱の体系）

6KONAN  2012.3



◎
運
動
の
重
点

〔
１
〕 

新
入
学
（
園
）
児
に
対
す
る
交
通

安
全
教
育
・
指
導
の
徹
底

　

春
に
な
る
と
子
ど
も
は
新
し
い
環
境

で
の
通
学
・
通
園
を
は
じ
め
ま
す
。
そ

の
た
め
、
交
通
事
故
に
は
充
分
な
注
意

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
大
人
は
子
ど
も

が
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
、
正
し
い

交
通
ル
ー
ル
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

〔
２
〕
子
ど
も
を
守
る
安
全
運
転
の
励
行

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
学
校
、
幼
稚
園
、
保

育
園
や
公
園
な
ど
子
ど
も
が
多
い
と
予

想
さ
れ
る
場
所
を
通
る
と
き
は
、
不
意

の
行
動
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
徐
行
す

る
な
ど
、
安
全
と
思
い
や
り
の
あ
る
運

転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
６
歳

未
満
の
子
ど
も
を
自
動
車
に
乗
車
さ
せ

る
と
き
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正

し
く
着
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

〔
３
〕
通
学
・
通
園
路
の
安
全
確
保
の
推
進

　

道
路
で
の
違
法
駐
車
や
迷
惑
駐
車
は
、

車
両
や
歩
行
者
の
見
通
し
を
妨
げ
、
車

の
陰
か
ら
の
飛
び
出
し
事
故
の
原
因
と

な
る
の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

問
安
心
安
全
課
〔
東
庁
舎
〕

　

71
●
2
3
2
5

　

72
●
2
0
0
0

３月１日木
 ～７日水

｢消したはず　決めつけないで　もう一度｣（全国統一防火標語）

春の火災予防運動平成24年

新
入
学（
園
）児
の

 

交
通
事
故
防
止
運
動

３
月
15
日
木
〜
４
月
15
日
日

問甲賀広域行政組合消防本部予防課　 63●7932　 63●7940
　湖南中央消防署　 72●0119　 72●7737　湖南中央消防署湖南石部分署　 77●2119　 77●3588

　これからの時季は空気が乾燥して、火災が発生しやすくなります。次のポイントなどに注意し、火
災予防に努めましょう。

住宅防火
命を守る７つのポイント
（３つの習慣・４つの対策）
～あなたのまわりは安全ですか～
　火災はちょっとした気の緩みから発生します。火
の取り扱いには十分注意し、次の３つの習慣・４つ
の対策に取り組みましょう。
『３つの習慣』
・寝たばこは絶対にやめましょう。
・ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使用
しましょう。
・ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を
消しましょう。

『４つの対策』
・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置
しましょう。
・寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐため
に防炎品を使用しましょう。
・火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器な
どを設置しましょう。
・緊急時のために、ご近所との協力体制を築きましょう。
山火事予防運動
　冬から春先にかけては空気が乾燥し、山火事が多
くなります。季節風も強く小さな火でも燃え広がり
やすくなっています。山での火の取り扱いには細心
の注意を払いましょう。

山火事を予防する5つのポイント
・枯れ草などがある場所ではたき火をしないように
しましょう。
・たき火など火気の使用中はその場を離れず、使用
後は完全に消火しましょう。
・強風時、乾燥時にはたき火や火入れはしないよう
にしましょう。
・たばこの吸い殻は携帯灰皿に入れ、投げ捨ては絶
対にやめましょう。
・火遊びはしない、させないようにしましょう。
車両火災予防運動
　車は燃料という危険物を積んでいるうえ、樹脂な
どの燃えやすい部品を多く使用しているため、いっ
たん火災になると爆発炎上の危険性があります。日
頃から点検や注意を怠らないようにしましょう。
車両火災を防ぐチェックポイント
□灰皿が吸い殻でいっぱいになっていませんか？
□車内にライターを置いたままにしていませんか？
□灰皿やシガーライターの周りに燃えやすいものは
置いていませんか？
□エンジンルーム内に雑巾などを置き忘れていませんか？
□可燃性のもの（ガソリンや灯油など）を積んだま
まにしていませんか？
□オイルなどのメンテナンス状態は適切ですか？
□自分で取り付けたフォグランプ、電装品、オーディ
オなどの配線、ヒューズは適切ですか？
□法定点検、日常点検をしっかりと行っていますか？

7 KONAN  2012.3



　

卒
業
式
の
季
節
に
な
り
今
年
も

多
く
の
社
会
人
が
誕
生
し
ま
す
。

社
会
に
出
る
前
に「
契
約
」に
関
す

る
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
て
ト
ラ

ブ
ル
防
止
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
問
題
で
す
。
次
の
う
ち

「
契
約
」
と
い
え
る
の
は
ど
れ
で

し
ょ
う
。

①
電
車
で
草
津
に
行
く

②
コ
ン
ビ
ニ
で
お
で
ん
を
買
う

③ 

レ
ン
タ
ル
シ
ョ
ッ
プ
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
借
り
る

④
風
邪
で
医
者
に
診
て
も
ら
う

⑤
電
話
で
ピ
ザ
を
注
文
す
る

⑥
金
融
機
関
で
お
金
を
借
り
る

　　

答
え
は
す
べ
て
契
約
で
す
。

　

私
た
ち
は
毎
日
の
生
活
の
な
か

で
気
づ
か
な
い
う
ち
に
い
ろ
い
ろ

な
「
契
約
」
を
し
て
い
ま
す
。「
契

約
」
と
は
法
的
責
任
を
伴
う
約
束
の

こ
と
で
、「
申
し
込
み
」
と
「
承
諾
」

と
い
う
両
方
の
意
思
が
一
致
し
た
と

き
に
成
立
し
ま
す
。
で
す
か
ら
口
約

束
で
も
ほ
と
ん
ど
の
契
約
は
成
立
し

ま
す
。
ハ
ン
コ
は
ま
だ
押
し
て
い
な

い
か
ら
契
約
は
成
立
し
て
い
な
い
と

思
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
が
間
違
い

で
す
。
口
約
束
で
は
後
か
ら
「
言
っ

た
」「
言
わ
な
い
」
と
い
う
ト
ラ
ブ

ル
が
起
き
る
と
困
る
の
で
契
約
書
や

印
鑑
、
サ
イ
ン
な
ど
を
証
拠
と
し
て

残
し
て
お
き
ま
す
。
契
約
書
に
サ
イ

ン
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
内
容
を

読
ん
で
い
な
く
て
も
、
原
則
と
し
て

書
か
れ
て
い
る
内
容
を
す
べ
て
承
諾

し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
し
、
契

約
書
に
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
は
契

約
は
な
か
っ
た
こ
と
と
み
な
さ
れ
ま

す
の
で
、
慎
重
な
対
応
が
必
要
で
す
。

契
約
は
結
ぶ
も
結
ば
な
い
も
自
由
で

す
が
、
い
っ
た
ん
契
約
す
る
と
正
当

な
理
由
な
く
一
方
的
に
辞
め
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
守
ら
な
け
れ
ば
法

律
に
基
づ
き
約
束
の
実
行
を
要
求
さ

れ
た
り
、
実
行
せ
ず
に
与
え
た
損
害

に
つ
い
て
賠
償
請
求
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
事
業
者
の
不

適
切
な
行
為
に
よ
る
も
の
や
未
成
年

者
が
結
ん
だ
契
約
は
取
り
消
し
を
主

張
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

知
っ
て
お
き
た
い

 

契
約
の
基
本

消費者
悩みの相談室

問 

総
務
課
消
費
生
活
相
談
窓
口

〔
東
庁
舎
〕

　

71

●

２
３
６
０

　

72

●

３
３
９
０

　

４
月
か
ら
平
成
25
年
３
月
ま
で
の
ご
み
収
集
日

を
掲
載
し
た
「
平
成
24
年
度
版 

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

自
治
会
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
に
は
、
区
や
自
治

会
を
通
じ
て
２
月
下
旬
か
ら
順
次
配
布
し
て
い
ま
す
。

自
治
会
に
加
入
し
て
い
な
い
場
合
（
集
合
住
宅
の
管

理
会
社
で
の
独
自
処
理
は
除
く
）
は
、
市
役
所
東
・

西
庁
舎
、
各
出
張
所
ま
た
は
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
へ

取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
は
地
域

別
に
４
種
類
あ
り
ま
す
。
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
み
の
出
し
方
は
今
ま
で
と
変
更
あ
り
ま

せ
ん
。
引
き
続
き
「〈
保
存
版
〉
ご
み
の
分
け
方
出

し
方
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

居
住
地

三
雲
、妙
感
寺
、吉
永
、夏
見
、針
、ル
モ
ン
甲
西
、

中
央
、
平
松
、
柑
子
袋

石
部
東
、石
部
中
央
、石
部
西
、宮
の
森
、宝
来
坂
、

岡
出
、石
部
南
、東
寺
、西
寺
、丸
山
、石
部
が
丘
、

石
部
北
、
石
部
口
、
石
部
緑
台

正
福
寺
、
北
山
台
、
菩
提
寺
、
み
ど
り
の
村
、

三
上
台
、イ
ワ
タ
ニ
ラ
ン
ド
、近
江
台
、ハ
イ
ウ
ェ

イ
サ
イ
ド
タ
ウ
ン

朝
国
、岩
根
東
口
、岩
根
東
、岩
根
西
、岩
根
花
園
、

下
田
（
東
、西
、南
、北
）
中
山
、緑
ヶ
丘
、大
谷
、

桐
松
、
堂
の
城
、
湖
南
団
地
（
北
、
中
、
南
）

問
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ　

　

75
●
3
9
3
3　

75
●
3
9
0
4

　

環
境
課
〔
東
庁
舎
〕

　

71
●
2
3
5
8　

72
●
2
2
0
1

新
年
度
の
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
が
で
き
ま
し
た

スプレー缶・カセットボンベは
適切に廃棄しましょう

　誤った処理をおこな
うと火災などの大きな
事故につながることが
あります。
　必ず中身を使い切っ
て、火の気のない屋外
で穴をあけて空き缶の
日に出してください。

8KONAN  2012.3



■日時　４月14日（土）
　午前10時 ～ 午後３時
■場所　にごり池自然公園
■ 応募資格　市内に在住または在勤で、販売業
者以外の人

■ 応募方法　３月20日（祝）まで（当日消印有効）
に往復はがきの往信裏面に「フリーマーケッ
ト出店希望」または「軽トラ市出店希望」と
書き、郵便番号・住所・氏名・電話番号・勤
務先を明記して問へ。

※ 一人１通まで。重複申し込みはすべて無効と
します。

※応募者多数の場合は抽選。

問 湖南市商工会青年部
　（〒520－3234　湖南市中央一丁目１－１）
　 72●0038

フリーマーケット
　あなたの家に眠っている品物や、心のこもっ
た手作りの品物などを販売しませんか。
■募集区画数　35区画
※１区画は1.8m×1.8m
※ 食料品、営業用もしくは営業に類似するもの
（一品が大量）、そのほかフリーマーケットの
趣旨に沿わないものは販売できません。

■出店料　１区画1,000円

軽トラ市
　軽トラの荷台で、家庭でとれた野菜などを販
売してみませんか。
■募集区画数　10区画
※調理品の販売はできません。
■出店料　１区画2,000円

ɀɤğɋּס  ѻ ♅
　スポーツを通した友だちづくり、体力づくりを目的として活動しています。仲間といっ
しょに将来のスター選手をめざそう！

問スポーツ少年団本部（生涯学習課内）〔西庁舎〕　 77●7045　 77●6253

種　　目 対象小学校 種　　目 対象小学校

石部南野球
三雲東野球
三雲野球
岩根野球
水戸野球
下田野球
菩提寺野球
石部南サッカー
三雲東サッカー
三雲サッカー
岩根サッカー
下田サッカー
菩提寺サッカー
水戸サッカー

石部・石部南小学校
三雲東小学校
三雲小学校
岩根小学校
水戸小学校
下田小学校
菩提寺・菩提寺北小学校
石部・石部南小学校
三雲東小学校
三雲小学校
岩根小学校
下田小学校
菩提寺・菩提寺北小学校
水戸小学校

石部バレーボール
石部南バレーボール
三雲バレーボール
水戸バレーボール
菩提寺バレーボール
男子バレーボール
湖南バレーボール
湖南剣道
湖南柔道
石部ミニバスケットボール男子
石部ミニバスケットボール女子
甲西ミニバスケットボール男子
甲西ミニバスケットボール女子

石部小学校
石部南小学校
三雲東・三雲小学校
下田・水戸小学校
菩提寺・菩提寺北・岩根小学校
市内小学校
市内小学校
市内小・中学校
市内小学校
石部・石部南小学校
石部・石部南小学校
旧甲西町内小学校
旧甲西町内小学校

ȸɍûɁûȔȦȫå
ààà‐ȫɌ

湖南市 さくらまつり
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　国などが行う各種統計調査で調査票の
配布・回収などを行う統計調査員を募集
します。
　統計調査員は、調査実施ごとに期間
（通常１～２か月間）を定めて任命され
る特別職の非常勤地方公務員であり、調
査員業務に従事した対価として報酬が支
払われます。また、調査活動中に災害に
あった場合は、一般の公務員と同様に公
務災害補償が適用されます。
■ 登録期間　１年間（４月１日から平成
25年３月31日）
■登録要件
・市内在住の20歳以上の人
・ 税務・警察・選挙などに直接関係のな
い人

問企画・まちづくり課〔東庁舎〕
　 71●2316　 72●2000
　 kikaku@city.konan.shiga.jp

◇ 厚生労働統計功労者功績表彰
　厚生労働大臣表彰

　鈴木　克忠さん
◇ 厚生労働統計功労者功績表彰
　大臣官房統計情報部長表彰

　藤光　佳美さん
◇統計功績者表彰（統計調査員表彰）

　新井　慎也さん
◇ 経済産業省所管統計調査功労統計調査員
感謝状

　覀村　由貴さん
◇滋賀県統計協会統計事務功績者表彰

　菊地　知子さん
　千代　傳𠮷さん

平成23年度

統計功労者表彰

湖南市からは６人が受賞!!
　毎年各種機関では、統計事務に携わった人
のなかから、その功績が特に顕著な団体また
は個人に対し、表彰を行っています。

平
成
24
年
度
湖
南
市
統
計
調
査
員
募
集
！

あなたも統計調査員に
 登録しませんか

ま
ち
づ
く
り
を
学
ぶ

区
長
会
先
進
地
研
修

　

２
月
14
〜
15
日
、
湖
南
市
区
長
会
が
彦

根
市
芹
川
地
域
、
福
井
県
お
お
い
町
を
訪

れ
、
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

彦
根
市
で
は
、
今
ま
で
各
自
治
会
で

行
っ
て
い
た
市
内
を
流
れ
る
芹
川
の
清
掃

活
動
を
き
っ
か
け
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
芹
川
を
設

立
し
ま
し
た
。
芹
川
の
清
掃
活
動
に
と
ど

ま
ら
ず
、
周
辺
地
域
住
民
と
協
働
し
て
環

境
保
全
や
市
民
の
憩
い
の
場
所
作
り
な
ど

の
ま
ち
づ
く
り
推
進
に
関
す
る
事
業
を
行

い
、
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
N
P
O
芹
川
の
辻
橋
さ
ん
か

ら
活
動
の
説
明
を
受
け
た
後
、
活
発
な
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
お
い
町
で
は
関
西
電
力
（
株
）
大
飯
発
電
所
を
訪
れ
、
原
子

力
発
電
の
実
情
を
見
学
し
ま
し
た
。

● 

研
修
を
終
え
て
（
区
長
レ
ポ
ー
ト
か
ら

の
抜
粋
）

・ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
芹
川
の
取
り
組
み
は
大
変
参
考

に
な
り
、
地
元
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

で
も
活
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

・ 

芹
川
地
域
の
市
民
活
動
と
自
治
会
活
動

の
協
働
の
取
り
組
み
は
、
こ
れ
か
ら
の
時

代
を
見
据
え
た
取
り
組
み
だ
と
感
じ
た
。

 

問 

区
長
会
事
務
局
（
企
画
・
ま
ち
づ
く
り

課
内
）〔
東
庁
舎
〕

　

71
●
２
３
１
５　

72
●
２
０
０
０
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■講師　北川さよ子さん
■ 日時　３月７日（水）
　午後７時～
■場所　石部まちづくりセンター

※ 手話通訳および託児サービス
あり。詳しくは問へ。

問人権教育課〔西庁舎〕
 77●7036　 77●4101

出合い・気づき・
発見講座

障がい者の人権

盲導犬使用者から感じる日
本の社会

絵画の部

写真の部

書の部

工芸・立体の部

市長賞
村山守彦（石部東）

市議会議長賞
久松新吉（竜王町）

教育長賞
北村好子（野洲市）

市長賞
髙田徳一（東近江市）
市議会議長賞
黒田収
（イワタニランド）

教育長賞
伴光藏（甲賀市）

市長賞
木原忠雄（甲賀市）

市議会議長賞
渡辺耕造（甲賀市）

教育長賞
杉山武彦（平松）

市長賞
松田百合子
（みどりの村）

市議会議長賞
谷さ代（下田東）
教育長賞
青木弥美（石部中央）

湖南市美術展
　１月28日から２月５日まで、市民学習交流セン
ターで開催されました。会場には234点が展示さ
れ、鑑賞に訪れた人たちの目を楽しませていまし
た。各部門の入賞者をご紹介します。《敬称略》

問 湖南市美術展実行委員会（生涯学習課内）〔西
庁舎〕
 77●6250　 77●6253

第７回

　資料館所蔵の江戸期の絵画の
中から石部宿にかかわる作品を
中心に約10点を展示します。
■期間　４月22日（日）まで
　 午前９時～午後４時30分（入
館は午後４時まで）
■ 場所　東海道石部宿歴史民俗
資料館
■ 休館日　毎週月曜日（祝日の場
合はその翌日)
■ 入館料　大人320円（260円）、児
童生徒160円（110円）

※ （　）内は20人以上の団体料金
※ ４月から入館料が変わります。
問生涯学習課〔西庁舎〕
 77●6250　 77●6253

結成10周年記念第９回定期演奏会
■日時　３月18日（日）
　午後２時開演
■会場　あいこうか市民ホール
■ 入場料　無料（ただし、あいこ
うか市民ホールおよび甲西文化
ホールで配布する入場券が必
要）
■ 演目　組曲「宇宙戦艦ヤマト」、
2001年宇宙の旅（ツァラトゥ
ストラはかく語りき）、明日が
あるさ　ほか
■ ゲスト　岩井直溥さん（指揮）、
そうる透さん（ドラム）
問 甲西吹奏楽団ジュニアバンド
上西 090●7368●4732

甲西吹奏楽団
 ジュニアバンド

特集展示

所蔵絵画展

市長賞「いとなみ」

市長賞「物ごとに」

市長賞「躍動」市長賞「花を摘む少女」
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湖南市の小さな詩人たち 子どもたちが作った
詩・短歌・俳句・川柳

　

子
ど
も
た
ち
の
言
語
力
や
表
現
力
の
育
成
を
め

ざ
す
こ
の
事
業
も
今
年
で
四
回
目
を
数
え
、
今
回

も
水
口
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
協
賛
で
行
い
ま
し

た
。
審
査
は
、
野
呂
昶
さ
ん
（
詩
人
）
と
平
賀
胤

壽
さ
ん
（
朝
日
新
聞
滋
賀
柳
壇
選
者
）
に
お
願
い

し
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合
で
掲
載
で
き
な
か
っ
た

作
品
は
湖
南
市
教
育
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.edu-konan.jp/kenkyujo/

）

に
掲
載
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

問
教
育
研
究
所
〔
西
庁
舎
〕

　
　

77
●
7
0
5
2　

77
●
4
1
0
1

●
小
学
校
１
年
生
〜
３
年
生

・
最
優
秀
賞

　

植
西　

桂
太
郎
さ
ん
（
下
田
小
学
校
２
年
）

・
優
秀
賞

　

蓑
田　

拓
真
さ
ん
（
水
戸
小
学
校
３
年
）

　

岡
田　

雛
さ
ん
（
三
雲
東
小
学
校
１
年
）

●
小
学
校
４
年
生
〜
６
年
生

・
最
優
秀
賞

　

倉
冨　

真
里
奈
さ
ん
（
石
部
南
小
学
校
５
年
）

・
優
秀
賞

　

山
元　

柚
依
さ
ん
（
菩
提
寺
北
小
学
校
４
年
）

　

小
谷　

美
帆
さ
ん
（
三
雲
東
小
学
校
５
年
）

●
中
学
校
１
年
生
〜
３
年
生

・
最
優
秀
賞

　

羽
賀　

夕
姫
さ
ん
（
石
部
中
学
校
３
年
）

・
優
秀
賞

　

角　
　

彩
可
さ
ん
（
甲
西
北
中
学
校
３
年
）

　

夏
見　

勇
大
さ
ん
（
石
部
中
学
校
１
年
）

　

ほ
し
の
一
日

　

下
田
小
学
校
２
年　
　
　

　
　

植　

西　

桂
太
郎

朝　

ほ
し
ね
て
る

昼　

た
い
よ
う
の
う
し
ろ
に

か
く
れ
て
る

夕
が
た　

空
に
お
り
て
く
る

夜　

夕
日
を
た
べ
る

そ
れ
か
ら　

月
を
よ
ん
で
く
る

人
が
ね
た
ら

空
に
絵
を
か
く

　

空

　
　

石
部
南
小
学
校
５
年　

倉　

冨　

真
里
奈

昼
の
空
を
見
上
げ
歩
い
て
い
く
と

く
も
っ
た
空
が
帰
っ
て
く
る

ま
る
で
空
が

「
雨
が
ふ
る
か
ら
早
く
帰
り
な
さ
い
」

と
言
っ
て
い
る
よ
う

ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
歩
い
て
も

時
間
が
た
っ
た
よ
う
に
思
え
ず

ま
る
で
時
が
止
ま
っ
て

止
ま
っ
た
時
を
歩
い
て
い
る
よ
う
だ

と
っ
て
も
と
っ
て
も
ふ
し
ぎ

●
詩（
自
由
詩
）部
門
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み
あ
げ
れ
ば　

よ
ぞ
ら
に
ひ
か
る

 

　

ゆ
き
の
た
ね　

三
雲
東
小
学
校
５
年　
　
　

杉　

河　

愛　

結

第４回 湖南市の小さな詩人たち

　

空

　
　
　

石
部
中
学
校
３
年　
　

　
　
　

羽　

賀　

夕　

姫

空
を
見
上
げ
て
手
を
の
ば
す

私
は
小
さ
い

あ
の
太
陽
に
さ
え
手
が
届
か
な
い

空
は
広
く　

大
き
い

小
さ
く
て
も

心
は　

こ
の
空
の
よ
う
に

広
く　

大
き
い
人
で
い
た
い

晴
れ
た
空
を
見
上
げ
た　

小
さ
い
自
分

青
い
空
は
す
ん
で
い
て

夜
空
を
見
上
げ
た　

小
さ
い
自
分

夜
空
の
星
は
輝
い
て
い
る

こ
の
空
の
よ
う
に

き
れ
い
な
心
で
輝
き
た
い

こ
の
空
の
よ
う
に

●
小
学
校
１
年
生
〜
３
年
生

・
最
優
秀
賞

　

清
水　

宝
来
さ
ん
（
三
雲
東
小
学
校
２
年
）

・
優
秀
賞

　

古
道　

皓
太
さ
ん
（
水
戸
小
学
校
２
年
）

　

鍛
冶　

彩
未
さ
ん
（
石
部
小
学
校
１
年
）

●
小
学
校
４
年
生
〜
６
年
生

・
最
優
秀
賞

　

杉
河　

愛
結
さ
ん
（
三
雲
東
小
学
校
５
年
）

・
優
秀
賞

　

太
田　

朱
理
さ
ん
（
石
部
小
学
校
６
年
）

　

谷　
　

登
輝
さ
ん
（
三
雲
小
学
校
６
年
）

●
中
学
校
１
年
生
〜
３
年
生

・
最
優
秀
賞

　

浦
岡　

美
咲
さ
ん
（
甲
西
中
学
校
２
年
）

・
優
秀
賞

　

阪
上　

謙
心
さ
ん
（
日
枝
中
学
校
１
年
）

　

佐
藤　
　

渚
さ
ん
（
甲
西
中
学
校
１
年
）

●
五
七
五（
定
型
詩
）部
門

夏
空
に　

太
陽
の
ぼ
る　

体
育
館

 

昔
の
私　
　
　

 
こ
え
ら
れ
た
か
な　

甲
西
中
学
校
２
年　
　
　

浦　

岡　

美　

咲

け
し
ご
む
が　

す
ん
ご
い
と
ん
だ

 

　

金
メ
ダ
ル　

三
雲
東
小
学
校
２
年　
　
　

　

清　

水　

宝　

来
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い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

■
日
時　

３
月
16
日（
金
）

　

午
後
７
時
〜
９
時

■
場
所　

石
部
中
学
校
体
育
館

問
生
涯
学
習
課
〔
西
庁
舎
〕

　

77
●
7
0
4
5

　

77
●
6
2
5
3

■ 日時　４月７日・14日・21
日・28日、５月12日・19日・
26日、６月２日・９日・16日
（すべて土曜日）〔全10回〕
　午後１時～４時
■場所　雨山第二体育館
■ 対象　市内在住または在
勤の人
■定員　20人程度
■参加費　3,000円
■ 講師　体育協会バドミン
トン部員
■申込締切　３月27日（火）

問 湖南市体育協会〔石部文
化総合センター〕
　 77●3356　 77●3227

子
ど
も
ゆ
め
基
金
（
独
立
行
政

法
人
国
立
青
少
年
教
育
振
興
機

構
）
助
成
活
動

　

い
ろ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
や
遊
び

を
楽
し
み
た
い
子
ど
も
た
ち
集

ま
れ
！

■ 

期
間　

５
月
〜
平
成
25
年
３

月
（
年
間
20
回
）

■
場
所
お
よ
び
対
象

・
三
雲
小
学
校
３
〜
６
年
生

・
菩
提
寺
小
学
校
４
〜
６
年
生

・
三
雲
東
小
学
校
１
〜
６
年
生

■
活
動
時
間　

　

 

月
曜
日　

午
後
3
時
30
分
〜

5
時
（
冬
季
は
変
更
あ
り
）

※ 

三
雲
東
小
学
校
は
日
曜
日　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
定
員　

各
30
人

■ 

参
加
費　

1
3
0
0
円
（
保

険
料
含
む
）

問�

湖
南
市
ち
ょ
い
ス
ポ
ク
ラ
ブ

事
務
局
〔
総
合
体
育
館
〕

　

・

72
●
0
3
0
6

ち
ょ
い
ス
ポ
キ
ッ
ズ

ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム

湖南市ちょいスポクラブ

　いろいろなスポーツを自分のペースで楽しめるフリースポーツプ
ログラムや特定のスポーツを楽しみたい人向けのスポーツスクール
プログラムなどを用意しています。クラブ会員間のレクリエーショ
ン活動もあるのでスポーツの経験がない人でも楽しめます。
■入会費　1,000円（高校生以下は無料）
■ 年会費　一般3,000円、高校生1,000円、小中学生500円、ファ
ミリー5,000円
※年会費とは別にスポーツ安全保険料が必要です。

新年度会員募集

　健康バンド体験や、いろいろなスポーツが楽しめます。
■日時　３月17日（土）　①午後１時30分～　②午後６時45分～
■場所　総合体育館

ちょいスポ参観無料体験イベント

問湖南市ちょいスポクラブ事務局〔総合体育館〕
　 ・ 72●0306　 konan-tyoisupokurabu@cameo.plala.or.jp

人

権

シ

リ

ー

ズ

　

皆
さ
ん
は
、「
し
ょ
う
が
い

し
ゃ
」
と
い
う
言
葉
を
漢
字
に
す

る
と
、
ど
の
文
字
が
思
い
浮
か
び

ま
す
か
。

　

法
律
や
行
政
の
用
語
と
し
て
は

「
障
害
者
」
と
い
う
漢
字
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
者

支
援
や
人
権
に
携
わ
る
人
た
ち
の

間
で
は
、
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ

で
と
ら
え
ら
れ
が
ち
な
「
害
」
と

い
う
文
字
で
は
な
く
、〝
隔
た
り
〞

な
ど
の
意
味
を
持
つ
「
碍
」
と
い

う
文
字
を
使
い
ま
す
。
障
が
い
の

あ
る
な
し
で
周
り
の
人
々
や
社
会

が
隔
た
り
を
作
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
と
と
ら
え
、
そ
れ
を
な
く
す
取

組
を
進
め
る
こ
と
を
目
標
に
し
て

い
ま
す
。

　

湖
南
市
に
お
い
て
は
、
平
成
17

年
か
ら
、
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が

持
た
れ
ず
だ
れ
に
で
も
分
か
り
や

す
い
よ
う
に
と
、「
障
が
い
者
」
と

ひ
ら
が
な
表
記
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文

字
の
も
つ
意
味
に
対
し
て
敏
感
に

な
る
こ
と
で
、
人
権
意
識
（
感
覚
）

を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

障
が
い
者
の
住
み
よ
い
社
会
に

つ
い
て
考
え
た
と
き
、
段
差
が
多

い
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
整
備
さ
れ

て
い
な
い
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
自

転
車
で
ふ
さ
が
れ
て
い
る
、
障
が

い
者
用
の
駐
車
場
に
障
が
い
者
で

は
な
い
人
が
駐
車
し
て
い
る
な

ど
、
今
は
ま
だ
障
が
い
者
が
生
活

し
て
い
く
う
え
で
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
が
成
し
遂
げ
ら
れ
て
い
な
い

社
会
な
の
で
し
ょ
う
。

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
を
め
ざ
す

こ
と
は
、
何
も
障
が
い
者
の
た
め
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
た
ち

も
い
ず
れ
年
を
と
り
、
若
い
こ
ろ
の

よ
う
に
体
が
動
か
な
く
な
り
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
段
差
が
上
が
り
に

く
く
な
り
ま
す
。
仮
に
足
を
け
が
し

て
し
ま
っ
た
ら
、「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
あ
っ
た
ら
い
い
の
に
」
と
思
う
こ

と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

ふ
だ
ん
か
ら
一
人
ひ
と
り
が
障

が
い
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
、
社
会

や
地
域
で
話
し
合
い
、
考
え
て
い

け
る
世
の
中
に
な
れ
ば
、
き
っ
と

隔
た
り
も
な
く
な
り
、
物
理
的
な

意
味
だ
け
で
な
く
、
心
も
バ
リ
ア

フ
リ
ー
な
社
会
に
な
る
で
し
ょ
う
。

言
葉
に
つ
い
て
考
え
る

〜
「
障
害
」
と
「
障
が
い
」
〜

ɀ
ɤ

ɋ

初級バドミントン教室
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あなたの周りの身近な出来事や話題をお待
ちしています。
　秘書広報課 　71●2300　　72●1467 へ

世
界
王
者
、
初
防
衛
へ
死
角
な
し
！！

山
中
慎
介　

ボ
ク
シ
ン
グ
Ｗ
Ｂ
Ｃ
世
界
バ
ン
タ
ム
級
初
防
衛
戦
！

冷
え
た
体
に
し
み
わ
た
る
銘
酒

の
ん
び
り
草
津
線
の
旅　

冬
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

2
月
11
日
、「
冬
の
酒
蔵
巡
り
〜
旧
東
海
道
歴

史
街
道
を
歩
く
〜
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
時
折

弱
い
陽
が
差
す
寒
い
日
に
も
関
わ
ら
ず
、
ス
タ
ー

ト
地
点
で
あ
る
J
R
甲
西
駅
に
は
市
内
外
か
ら

3
0
0
人
を
超
え
る
人
が
集
ま
り
、
冬
の
東
海
道

へ
と
歩
を
進
め
ま
し
た
。
最
初
の
立
ち
寄
り
先
の

北
島
酒
造
で
は
「
御
代
栄
」
の
新
酒
試
飲
な
ど
で

心
を
満
た
し
た
あ
と
、
街
道
の
風
景
と
歴
史
を
楽

し
み
な
が
ら
石
部
宿
ま
で
歩
き
ま
し
た
。

　

昼
食
を
と
っ
た
後
、
参
加
者
た
ち
は
年
に
一
回

開
か
れ
る
竹
内
酒
造
の
蔵
開
き
で
普
段
は
立
ち
入

る
こ
と
の
で
き
な
い
酒
蔵
内
部
を
見
学
。
伝
統
の

　

初
の
市
民
栄
誉
賞
を
受
賞
し
た
プ
ロ
ボ
ク
シ
ン
グ
Ｗ
Ｂ

Ｃ
世
界
王
者
山
中
慎
介
選
手
が
、
４
月
６
日（
金
）に
東
京

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
さ
れ
る
初
防
衛
戦
に
挑
み
ま
す
。

　

15
勝
（
11
K
O
）
2
分
け
で
9
連
続
K
O
勝
利
中
の

山
中
選
手
が
迎
え
る
相
手
は
、
元
W
B
A
、
W
B
C
、

I
B
F
ス
ー
パ
ー
フ
ラ
イ
級
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
ビ
ッ
ク
・

ダ
ル
チ
ニ
ャ
ン
選
手
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
で
す
。
こ
れ

ま
で
の
戦
績
は
37
勝
（
27
K
O
）
4
敗
１
分
と
強
敵
で

す
が
、
相
手
に
不
足
は
あ
り
ま
せ
ん
。
勝
利
を
重
ね
続
け

る
湖
南
市
の
星
、
王
者
山
中
選
手
を
み
ん
な
で
応
援
し
ま

し
ょ
う
。

酒
造
り
を
目
の
当
た
り
に
し
、
醸
さ
れ
た

「
香
の
泉
」
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

今
年
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
は
、
試
飲
用
に

２
つ
の
蔵
元
の
銘
柄
が
入
っ
た
特
製
猪ち

ょ
こ口

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
参
加
者
は
「
近
く

に
住
ん
で
い
な
が
ら
こ
ん
な
酒
蔵
が
あ
る

の
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
猪
口
も
良

い
記
念
に
な
り
、
ま
た
参
加
し
た
い
で
す
」

と
喜
び
の
声
を
残
し
、
石
部
駅
か
ら
草
津

線
に
乗
っ
て
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

２
月
20
日
、
石
部
南
小
学
校
３
年
生

が
し
い
た
け
の
菌
打
ち
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
森
林
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
み
ど
り

の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
指
導
の
も
と
、
用
意

さ
れ
た
ほ
だ
木
に
ド
リ
ル
で
穴
を
あ
け

菌
糸
を
打
ち
込
み
ま
し
た
。
体
験
し
た

子
ど
も
か
ら
は
「
木
の
切
れ
端
み
た
い

な
も
の
を
打
ち
込
む
だ
け
で
何
年
か
し

た
ら
し
い
た
け
が
出
て
く
る
な
ん
て
不

思
議
。
収
穫
が
楽
し
み
」
な
ど
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
し
い
た
け
は
５
年
生
で
収
穫
し
、

親
子
料
理
教
室
や
調
理
実
習
、
給
食
な

ど
に
利
用
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

大
き
く
な
あ
れ
、
ぼ
く
ら
の
し
い
た
け

石
部
南
小
で
し
い
た
け
の
菌
打
ち
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